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カーボンニュートラルに向けたアンケート調査 

四日市商工会議所の会員事業所を対象にカーボンニュートラル（※）に関する取組みや課題等を把握

し、当地域のカーボンニュートラル実現に向けた取組みの参考とするため、次のアンケート調査にご協

力ください。 

大変お忙しいところ誠に恐縮でございますが回答は 2/18（金）までにいただけると幸いです。 

回答はメール syoukou@yokkaichi-cci.or.jp またはＦＡＸ059-355-0728 にて 
ご返信ください。 
 

※カーボンニュートラルの内容については、こちらの環境省 HPでご確認ください。

https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/about/ 
 

○貴事業所の概要について教えてください。 

Ｑ１.事業所名  

Ｑ２.ご回答者 所属・役職名、氏名 

例)〇〇課 課長 四日市 太郎 
 

Ｑ３.ご回答者 電話番号  

Ｑ４.ご回答者メールアドレス  

 

※以後の設問では選択肢の番号前にある□にチェック☑してご回答ください。 

Ｑ５. 貴事業所の業種について、最もあてはまるもの１つにチェックしてください。 

☐①建設業 ☐②製造業 ☐③情報通信業 ☐④運輸業 ☐⑤卸売業 ☐⑥小売業 

☐⑦不動産、物品賃貸業 ☐⑧学術研究・専門・技術サービス ☐⑨宿泊業 ☐⑩飲食業  

☐⑪生活関連サービス、娯楽業 ⑫☐教育、学習支援業⑬ ☐医療・福祉業 ☐⑭その他サービス業 

 

Ｑ６. 貴社の全社従業員数（※）について、あてはまるもの一つにチェックしてください。 

※本支店、営業所を含んだ従業員数をご回答ください。常勤役員、家族従業員、雇用保険未加入のパート・派遣社員等は除きます。 

☐①20人以下 ☐② 21～50人以下 ☐③ 51～100人以下 ☐④ 101～300人以下 ☐⑤ 300人超 

 

○カーボンニュートラルへの意識についてお伺いします。 
 

Ｑ７. 自社のカーボンニュートラルへの取り組みは必要だと思いますか。あてはまるもの一つにチェックしてください。 

☐①大いに必要 ☐②必要 ☐③あまり必要ではない ☐④全く必要ではない ☐⑤わからない 

 

Ｑ８.自社のカーボンニュートラルに取組む意識について、あてはまるもの一つにチェックしてください。 

☐①積極的に取り組みたい        ☐②社会情勢を見極めて慎重に取り組みたい 

☐③他社の動向を見ながら取り組みたい  ☐④あまり取り組みたくはない 

☐⑤全く取り組むことは考えていない  
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○カーボンニュートラルに対する取り組み状況についてお伺いします。 
 

Ｑ９. 貴社の取組み状況について、あてはまるもの一つにチェックしてください。 

☐①既に取り組んでいる                Ｑ１０.へ 

☐②具体的な取り組みの検討を始めている       Ｑ１４.へ 

☐③取り組みの検討をする予定            Ｑ１９.へ 

☐④取り組むかどうかの検討を行う予定        Ｑ２１.へ 

☐⑤取り組んでいないし、今後取り組む予定はない   Ｑ２１.へ 

 

 

Ｑ１０. 取り組みのきっかけについて、あてはまるもの”３つまで”チェックしてください。 

☐①政府の方針を受けて          ☐②県や市の方針を受けて 

☐③経済団体や業界団体等から提案を受けて ☐④関連セミナーや勉強会の受講 

☐⑤企業の社会的責任（ＣＳＲ）の観点から ☐⑥取引先からの要請を受けて 

☐⑦社会的に機運が高まってきたため    ☐⑧社内での意見から 

☐⑨その他  

 

 

 

Ｑ１１. 取り組む目的について、あてはまるもの”３つまで”チェックしてください。 

☐①企業の社会的責任（CSR）      ☐②SDGｓ・ESG（環境・社会・ガバナンス）への対応 

☐③政府・自治体等の行政方針への対応 ☐④ビジネスチャンスが見込めるため 

☐⑤自社の認知度・ブランド力向上につながるため☐⑥将来の規制への対応等リスク軽減が見込めるため 

☐⑦電気料金などコスト削減の期待   ☐⑧環境規制など法令順守の視点から  

☐⑨採用活動で有利に働くことが期待されるため☐⑩取引先の要請に対応するため 

☐⑪その他  
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Ｑ１２. 次の項目の中で貴社が「現在行っている取組み」、「今後予定している取組み」があれば、それぞれ全ての□

にチェックしてください。現在取り組んでいない、今後も取り組む予定がない項目は空白（チェックなし）で結構です。 

 

 
1.現在行って

いる取組み 

2.今後予定し

ている取組み 

①自社のエネルギー使用量の把握 ☐ ☐ 

②自社の温室効果ガス排出量の削減 ☐ ☐ 

③省エネ・温室効果ガスに関する目標の設定 ☐ ☐ 

④担当部署・担当者の設置 ☐ ☐ 

⑤見学会・勉強会への参加・開催 ☐ ☐ 

⑥省エネ活動(照明・冷暖房等の使用電力等削減） ☐ ☐ 

⑦生産設備の省エネ設備への切替 ☐ ☐ 

⑧環境負荷の少ない原材料や部品の利用 ☐ ☐ 

⑨再生エネルギー発電の購入・導入 ☐ ☐ 

⑩HV・EV・FCVなどの導入 ☐ ☐ 

⑪３R（ﾘﾕｰｽ・ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ）の推進 ☐ ☐ 

⑫環境保護・保全活動等への支援・寄付 ☐ ☐ 

⑬環境技術の研究開発・投資促進 ☐ ☐ 

⑭環境配慮型の新製品・サービスの開発・販売 ☐ ☐ 

⑮Ｊクレジット制度への参加 ☐ ☐ 

 

Ｑ１３. 上記以外で、「現在行っている取組み」、「今後予定している取組み」があれば教えてください。（自由記述） 

→Ｑ２２.へ進んでください 
あ 

Ｑ１４. 取り組みのきっかけについて、あてはまるもの”３つまで”チェックしてください。 

☐①政府の方針を受けて          ☐②県や市の方針を受けて 

☐③経済団体や業界団体等から提案を受けて ☐④関連セミナーや勉強会の受講 

☐⑤企業の社会的責任（ＣＳＲ）の観点から ☐⑥取引先からの要請を受けて 

☐⑦社会的に機運が高まってきたため    ☐⑧社内での意見から 

☐⑨その他   

あ 
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Ｑ１５. 取り組む目的について、あてはまるもの”３つまで”チェックしてください。 

☐①企業の社会的責任（CSR)       ☐②SDGｓ・ESG（環境・社会・ガバナンス）への対応  

☐③政府・自治体等の行政方針への対応  ☐④ビジネスチャンスが見込めるため 

☐⑤自社の認知度・ブランド力向上につながるため ☐⑥将来の規制への対応などリスク軽減が見込めるため 

☐⑦電気料金などコスト削減の期待    ☐⑧環境規制など法令順守の視点から   

☐⑨採用活動で有利に働くことが期待されるため ☐⑩取引先の要請に対応するため     

☐⑪その他    

 

 

 

Ｑ１６. 次の項目の中で、貴社が検討を始めている取組みがあれば、あてはまるもの”５つまで”チェックしてください。 

☐①自社のエネルギー使用量の把握       ☐②自社の温室効果ガス排出量の削減 

☐③省エネ・温室効果ガスに関する目標設定  ☐④担当部署・担当者の設置 

☐⑤見学会・勉強会への参加・開催           ☐⑥省エネ活動（照明・冷暖房等の使用電力等削減） 

☐⑦生産設備の省エネ設備への切替            ☐⑧環境負荷の少ない原材料や部品の利用 

☐⑨再生エネルギー発電の購入・導入          ☐⑩HV・EV・FCVなどの導入 

☐⑪３R（ﾘﾕｰｽ・ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ）の推進        ☐⑫環境保護・保全活動等への支援・寄付 

☐⑬環境技術の研究開発・投資促進            ☐⑭環境配慮型の新製品・サービスの開発・販売 

☐⑮Ｊクレジット制度への参加                

☐⑯その他 

 

 

 

Ｑ１７.上記以外で、「貴社が検討を始めている、これから検討する取組み」があれば教えてください。（自由記述） 

 

Ｑ１８.検討している取組の着手時期について、あてはまるもの一つにチェックしてください。 

☐① 1年以内 ☐② 2年以内 ☐③ 3年以内 ☐④ 4年以内 ☐⑤ 5年以内 ☐⑥ 未定 

→Ｑ２２.へ進んでください 
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Ｑ１９.次の項目の中で、貴社が取組みを検討する予定のものがあれば、あてはまるもの”５つまで”チェックしてくだ

さい。 

☐①自社のエネルギー使用量の把握      ☐②自社の温室効果ガス排出量の削減 

☐③省エネ・温室効果ガスに関する目標の設定☐④担当部署・担当者の設置 

☐⑤見学会・勉強会への参加・開催         ☐⑥省エネ活動（照明・冷暖房等の使用電力等削減） 

☐⑦生産設備の省エネ設備への切替     ☐⑧環境負荷の少ない原材料や部品の利用 

☐⑨再生エネルギー発電の購入・導入    ☐⑩HV・EV・FCVなどの導入 

☐⑪３R（ﾘﾕｰｽ・ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ）の推進   ☐⑫環境保護・保全活動等への支援・寄付 

☐⑬環境技術の研究開発・投資促進     ☐⑭環境配慮型の新製品・サービスの開発・販売  

☐⑮Ｊクレジット制度への参加 

☐⑯その他 

 

 

 

Ｑ２０.取り組みの検討する時期について、あてはまるもの一つにチェックしてください。 

☐① 1年以内 ☐② 2年以内 ☐③ 3年以内 ☐④4年以内 ☐⑤ 5年以内 ☐⑥ 未定 

→Ｑ２２.へ進んでください 

 

Ｑ２１.現時点で取り組まれていない理由について、あてはまるもの”３つまで”チェックしてください。 

☐①自社へのメリットがない                      ☐②経営的に取り組む余裕がない            

☐③コスト負担が大きい                          ☐④何をすべきかわからない                

☐⑤相談できる相手・場所がない                   ☐⑥自社の活動が環境に与える影響が小さい  

☐⑦カーボンニュートラルの目標達成は不可能なため  

☐⑧その他  

 

 

 

○カーボンニュートラルの影響（現在と今後）についてお伺いします。 
 

Ｑ２２.現在、自社の経営にプラスの影響・マイナスの影響どちらの影響がありますか。あてはまるもの一つにチェック

してください。 

☐①経営にマイナスの影響がある                                    Ｑ２３.へ 

☐②どちらかというと経営にマイナスの影響がある                   Ｑ２３.へ 

☐③どちらかというと経営にプラスの影響がある                  Ｑ２４.へ 

☐④経営にプラスの影響がある                                   Ｑ２４.へ 

☐⑤経営にどのような影響があるかわからない、あまり影響はない    Ｑ２５.へ 
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Ｑ２３.自社の経営に具体的にどのようなマイナスの影響がありますか。あてはまるもの”５つまで”チェックしてくださ

い。 

☐①現在の製品・サービスが提供できない ☐②製造方法を変える必要がある 

☐③製造設備や車両等を変える必要がある ☐④使用している原材料等を仕入れることができない 

☐⑤自社の発電施設が使えない ☐⑥行政との取引が制限される 

☐⑦金融機関からの資金調達の条件が悪化している ☐⑧取引先との関係が継続できない 

☐⑨企業活動の制約により業績が悪化する ☐⑩販売先との取引ができない 

☐⑪大きな事業構造の転換が必要となる（現在のビジネスモデルの継続が困難） 

☐⑫その他 

 
 

→Ｑ２５.へ進んでください 

 

Ｑ２４.自社の経営にどのようなプラスの影響がありますか？ 具体的に教えてください。（自由記述） 

 

Ｑ２５.今後、自社の経営にプラスの影響・マイナスの影響どちらの影響があると予想されていますか。あてはまるも

の一つにチェックしてください。 

☐①経営にマイナスの影響が予想される                                         Ｑ２６.へ 

☐②どちらかというと経営にマイナスの影響が予想される                          Ｑ２６.へ 

☐③どちらかというと経営にプラスの影響が予想される                           Ｑ２７.へ 

☐④経営にプラスの影響が予想される                                            Ｑ２７.へ 

☐⑤経営にどのような影響があるかわからない、あまり影響はないと予想される      Ｑ２８.へ 

 

Ｑ２６.今後、自社の経営に具体的にどのようなマイナスの影響があると予想されていますか。あてはまるもの”５つ

まで”チェックしてください。 

☐①現在の製品・サービスが提供できなくなる ☐②製造方法を変える必要がある          

☐③製造設備や車両等を変える必要がある ☐④使用している原材料等を仕入れることができなくなる 

☐⑤自社の発電施設が使えなくなる      ☐⑥行政との取引が制限される 

☐⑦金融機関からの資金調達の条件が悪化する ☐⑧取引先との関係が継続できなくなる    

☐⑨企業活動の制約により業績が悪化する ☐⑩販売先との取引ができなくなる 

☐⑪大きな事業構造の転換が必要となる（現在のビジネスモデルの継続が困難） 

☐⑫その他   

 

 

 
→Ｑ２８.へ進んでください 
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Ｑ２７.自社の経営にどのようなプラスの影響が予想されるか、具体的に教えてください。（自由記述） 

 

○その他カーボンニュートラルついてお伺いします。 
 

Ｑ２８.カーボンニュートラルの取組み要請を受ける相手について、あてはまるもの”３つまで”チェックしてください。 

☐①取引先から  ☐②金融機関から ☐③業界団体から      ☐④経済団体から  

☐⑤行政機関から ☐⑥消費者から  ☐⑦特に要請は受けていない 

☐⑧その他 

 

 

 

Ｑ２９.カーボンニュートラルに取り組むにあたっての課題について、あてはまるもの”５つまで”チェックしてください。 

☐①コスト負担の増大            ☐②コストに見合う効果が期待できない 

☐③コストを価格に転嫁できない        ☐④専門知識やノウハウの不足 

☐⑤対応できる人材の不足            ☐⑥取り組みに向けた時間・人員の確保ができない 

☐⑦取引先や従業員の理解が得られない ☐⑧何をすべきか分からない 

☐⑨どこに相談すべきか分からない     ☐⑩経営上の優先順位が低い 

☐⑪特に課題はない                  

☐⑫その他  

 

 

 

Ｑ３０.国や自治体に期待する支援策があれば、あてはまるもの”５つまで”チェックしてください。 

☐①再エネや蓄電池の導入支援      ☐②省エネ化に対する補助の充実 

☐③使用機器の更新に対する補助の充実    ☐④ＥＶの導入促進(充電スタンド設置強化・購入補助等 

☐⑤再エネによる電力購入の支援 ☐⑥セミナー・シンポジウム・イベントの充実 

☐⑦アドバイザー派遣を通じた社内人材の育成支援 ☐⑧具体的事例や施策などの情報提供 

☐⑨企業活動への評価・表彰制度の導入 ☐⑩取組企業へのインセンティブ 

☐⑪商品開発や企業間交流、マッチング支援 ☐⑫電力小売事業や再エネ事業への参入支援 

☐⑬エネルギー転換のための新技術の導入支援 ☐⑭特に求める支援策はない 

☐⑮その他 

 

 

) 
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Ｑ３１.商工会議所として取り組んで欲しいことなど、ご意見・ご要望等があればご記入ください。（自由記述） 

 

Ｑ３２.その他、カーボンニュートラルについてご意見があればご入力ください。（自由記述） 

 

ご協力ありがとうございました。 

回答はメール syoukou@yokkaichi-cci.or.jp またはＦＡＸ 059-355-0728  

にてご返信ください。 

 

 

mailto:syoukou@yokkaichi-cci.or.jp

